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5月 度理事会概要

召集年月 日 : 平成 30年 5月 7日 (月 )
開催 日時 :  平成 30年 5月 24日 (木)13時 00分～14時 30分

。     開催 場 所 : 東京ガーデンパ レス 3階 橘

理 事総数 :  9人
出席理事数 :   7人

他  監事 : 2名 、相談役  1名

(1)理 事長挨拶
定刻になりましたので理事会を始めたいと思います。

総会直前の理事会です。ご協力のほど宜しくお願い致します。

(2)業務報告

① 事務局運営・渉外

4月 23日 (月 )ミ ツワ電気 (田 中氏 。綱渕氏)来局 引き継ぎ
新営業所長に綱渕氏 田中氏は営業部長に昇格

4月 23日 (月 )あ んしん財団 (澤村氏)来局・・名称変更の件
当組合 (紹介代理所～紹介業務所に変更 )

4月 24日 (火 )城南信用金庫 副支店長大石智也氏  ・・・
挨拶の為来局

4月 25日 (水 )業務決裁  ・・・ 広江理事長 (会社にて )

5月  8日 (火 )(株)ア スク小野寺氏 来局  。・・ 5月 24日
実演会の会場の機材搬入及びプロジェクターの

件で打ち合わせ。

5月  9日 (水 )業務決裁  ・・・ 広江理事長 (会社にて )



5月 10日 (木 )ホ ーチキ前川氏・アシス ト井坂氏来局
営業打ち合わせ

5月 11日 (金)(―社)全国消防機器販売業協会 総会懇親会
松原副理事長・中島専務理事 出席

5月 11日 (金 )経営診断  ・・・ 小出会計 副所長

事務局報告

代表者変更

東京第 4支部 有限会社高畑防災
旧 代表取締役 高畑 仁
新 代表取締役 高畑 匡司

関西支部   東海メンテナンス株式会社
旧 代表取締役 佐藤 三男
新 代表取締役 岡田 和久

(敬称略 )

青年部

総会  6月 22日 (金) 区民センター  2階 C会議室にて
開催予定

②広報

5月 10日  「防災組合ニュース」 474号  発送

③教育

消防設備士の 4類の試験準備講習会を9月 29日 、 11月 11日
の試験日に標準を合わせ実施の為、古木副理事長に講師との連絡

を依頼した。 6類については事務局で講師に依頼する。又 3類合

わせて準備講習会の要望が理事よりあつた為準備講習会をよて

いする。加えて防排実務講習会も実施の予定。

セミナーについて
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7月 24日 (火 )に「事業承継」のセ ミナー実施が決定となった。

④福利厚生・企画

古木副理事長より、 6月 21日 (木 )。 22日 (金 )の移動理事会
は、箱根 「河鹿荘」、集合時間は 3時。
広江理事長より

チェッカー会は現在、人が集まらない為実施 していないが、チェ

ッカー会の名前は残 したいとの話があった。監事、相談役より青

年部や組合員の友人に声かけてはどうか、との事であった。

⑤財務 。共同購買

4月 の共同購買の売 り上げは前年を少 し上回ることができた。
5月 の売上も前年はクリアーできるように頑張 りたい。
仕入れ先の最近の売上状況を聞くと電気関係の業者は非常に

苦戦 しているようで、「少 し単価を下げるのでまとめ買いをして

欲 しい」との話があった。又ある消火器メーカーは、「売上本数
は伸びているが、金額が落ち込んでいる」との情報もある。
理事より

まとめ買いをして単価が下げられるなら「キャンペーン」を打っ

たらどうかのことであった為、準備することとなつた。

⑥研究開発部会

広江理事長より「防排煙技術資格講座」の資料をもとに説明が、
あった。

防排煙資格推進手順は、 3段階に分けて進める事 とし、ステップ
1、 ステップ 2、 ステップ 3と いう形で進める。又、進捗状況を
随時理事会にて報告をしてゆく。

防排煙の技術者認定に関する講習は 3～ 4日 間ぐらいの期間をか
け、各分野別に基本からの専門分野の技術を習得できるような講

習を行い、効果測定も行 う形で考えている。

⑦青年部

5月 16日 に青年部役員会にて青年部の総会の打合せを行つた。

③支部運営促進

30年度第一回目の支部会が 7月 20日 (水 )東京第 3支部・千



葉支部の合同支部会を上野にて開催予定。

⑨その他の事業について

特になし

(3)議案の審議

1号議案

第 51回通常総会の任務の確認等

各理事の任務、段取 りを入念に行つた。

各理事の任務は以下の通 りである。

司会 :開会 :出席状況報告 :村 田理事、理事長挨拶 :広江理事長、

第 1号議案平成 29年度事業報告 (読上):竹内事務局長、決算
関係書類承認の件 (読上):中 島専務理事、監査報告 :中 山監事、

第 2号議案 (読上):中 島専務理事

第 3号議案 (読上):中 島専務理事、第 4号議案 (読上):中 島専

務理事、第 5号議案 (読上)中 島専務理事、第 6号議案 広江理
事長、閉会 :古木副理事長。

第 2号議案 その他
特になし。

次回移動理事会予定 平成 30年 6月 21日 (木 )。 22日 (金 )
ホテル河鹿荘 (箱根 湯本 )
3:00時 集合
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事 務 連 絡

平成 30年 3月 19日

一般財団法人日本消防設備安全センター

理事長  原田 正司 様

消 防 庁 予 防 課 長

(公 印 省 略 )

発煙体にフロン類を使用しない加煙試験器について

平素から予防行政に御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

平成 30年 2月 9日 に「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」(以下「基本方
針」という。)の変更について閣議決定されました。
この基本方針は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」(平成 12年

法律第 100号)(グ リーン購入法)第 6条に基づき、国、独立行政法人及び特殊法人
(以下「国等の機関」という。)が環境物品等の調達を総合的かつ計画的に推進するた
め定めているものであり、国等の機関が重点的に調達を推進する環境物品等の種類で
ある特定調達品目及びその判断の基準について規定されています。
このたびの基本方針の変更により、特定調達品目として「加煙試験」の項目が新た
に追カロされ、助口煙試験器の発煙体にフロン類が使用されていないこと。」が判断の基
準とされました (別添資料参照)。 今後の国等の機関による自動火災報知設備等の煙
感知器の点検業務の調達においては、これらの基準に基づき行われる予定ですので、
ご留意くださいますようお願いします。なお、平成 30年度の 1年間は、当該判断の
基準の適用について経過措置が設けられています。

貴職におかれましては、各都道府県消防設備協会を通じて会員事業者に対しこの旨
周知していただきますようお願いします。

別添資料 :「グリーン購入法」及び「環境配慮契約法」基本方針説明会 資料 (抜粋)
(URL :h上 二⊇://WWw env=go jp/policy/hOzen/gree■ ∠g― la■∠block_brief/inde基 ,html)

消防庁予防課設備係
担当 :四維、馬場
員呈言舌:03-5253-7523
FAX:03-5253-7533
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隧
曖
隆
博
隆
輝
Ｅ
厖
瞬
Ю
除
躊
階
朧
ほ
隈
疇
旧

」め
い
て
は
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
西
階
以
上
の
階
に
あ
つ
て
は
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
を
除

Ｋ
。）

Ｈ
　
居
室
を
耐
火
構
造
の
壁
及
び
床
で
区
画
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

口
　
壁
及
び
天
丼

（天
丼
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分

（回
り
縁
、
窓
台
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。）
の
仕
上
げ
を
地
上
に
通
ず
る
主
た
る
廊
下
そ
の
他
の
通
路
に
あ
つ

て
は
準
不
燃
材
料
で
、
そ
の
他
の
部
分
に
あ
つ
て
は
難
燃
材
料
で
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
せ
ず
、
か
つ
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

さ
れ
る
区
画
を
有
す
る
も
の

路
に
よ
り
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
の
出
入
日
以
外
の
開
口
部
で
、
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い
る

廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
に
面
し
、
か
つ
、
そ
の
面
積
の
合
計
が
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
に
設

け
る
も
の
に
限
る
。）
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

［０

・
同
　
同
上
］

［ホ
　
同
上
｝

［２

・
３
　
同
上
］

（ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
階
の
部
分
等
）

第
十
二
条

　

［向
上
］

一　
令
別
表
第

一
関
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
同
表
０
項
口
並
び
に
内
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物

（同
表
因
項
口
及
び
バ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、福
祉
ホ
ー
ム
、

老
人
福
祉
法

（昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
五
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
認
知
症
対
応
型
老

人
共
同
生
活
援
助
事
業
を
行
う
施
設
又
は
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律

（平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
を
行
う
施
設

に
限
る
。
以
下
こ
の
号
、
第
二
十
八
条
の
こ
第

一
項
第
四
号
及
び
同
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
．）
の

用
途
以
外
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
せ
ず
、
か
つ
、
次
に
定
め
る
ど
こ
ろ
に
よ
り
、
同
表
閃
項
口
及
び

ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
設
置
さ
れ
る
区
画
を
有
す
る
も
の
の
十
階
以
下
の
階

［イ
～
ハ
　
同
上
〕

ニ
　
ハ
の
開
口
部
に
は
、
防
火
戸

（三
階
以
上
の
階
に
存
す
る
開
口
部
に
あ
つ
て
は
特
定
防
火
設
備
で
あ
る

防
火
戸
に
限
り
、
廊
下
と
階
段
と
を
区
画
す
る
部
分
以
外
の
部
分
の
開
口
部
に
あ
つ
て
は
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
除
く
。）
で
、
随
時
開
く
こ
と
が
で
き
る
自
動
閉
鎖
装
置
付
き
の
も
の
若
し
く
は
次
に
定
め
る
構
造

の
も
の
又
は
鉄
製
網
入
リ
ガ
ラ
ス
入
り
戸

（二
以
上
の
異
な
つ
た
経
路
に
よ
り
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る

部
分
の
出
入
日
以
外
の
開
口
部
で
、
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い
る
廊
下
、階
段
そ
の
他
の
通
路
に
面
し
、

か
つ
、
そ
の
面
積
の
合
計
が
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。）
を
設
け
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

〔０

・
同
　
同
上
］

［ホ
　
同
上
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

［新
設
］
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「割
刷
利
割
倒
渕
倒
□
馴
Ы
司
劉
劉
馴
刑
利
判
側
「
＝
倒
刊
劇
引
「
劃
到
＝
剰
剤
司

部
の
面
積
が
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
バ
の
開
口
部
に
は
、
特
定
防
火
設
備
で
あ
る
防
火
戸

（廊
下
と
階
段
と
を
区
画
す
る
部
分
以
外
の
部
分

割

割

劉

引

割

コ

別

剤

割

割

園

Ｊ

劇

ｄ

副

割

尉

割

副

副

劃

劃

剛

劇

剤

判

別

引

自

倒

創

測

ョ

判

馴

∃

劉

型

「

列

出

列

ョ

劉

刻

「

二
以
上
の
異
な
つ
た
経
路
に
よ
り
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
の
出
入
口
以
外
の
開
口
部
で
、
直
接
外

＝
劇
馴
到
日
訓
引
測
創
剛
副
到
日
劇
Ⅵ
創
刊
「

劇

一日
馴
日
「
引
引
劇
馴
劃
「
洲
コ
Ｊ
割
劉
創
列
創
刊
劃
副
引

て―
剛
劉
劉
刊
コ
「

同

周
到
洲
剛
判
日
∃
劇
劉
刷
刊
刻
淵
「
「
劇
國
ｄ
ａ
倒
②
コ
日
邸
可
例
創
測
判
劉
判
刊
劇
「
国
日

刊
「
副
ｑ
引
引
∃
∃
「
劇
却
刊
割
副
酬
Ｕ
副
劉
引
ｄ
副
創
ョ
司
Ч
引
剰
馴
烈
州
日
「
Ｊ
割
測
コ
刊

び
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

村

和副
劉
翻
「
国
例
湘
司
口
馴
悧
樹
司
Ｎ
日
割
馴
刷
∃
劇
羽
剛
到
劉
淵
劉
測
樹
∃
剖
劉
割

積
が
い
ず
れ
も
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

雪
一　
略
］
　
　
　
　
　
　
ヽ

２

　

［略
］

一
　

〔略
］

［イ

・
口
　
略
］

ハ
　
ロ
の
開
口
部
に
は
、
特
定
防
火
設
備
で
あ
る
防
火
戸

（廊
下
と
階
段
と
を
区
画
す
る
部
分
以
外
の
部
分

の
開
口
部
に
あ
つ
て
は
、
防
火
シ
ャ
ツ
タ
ー
を
除
く
。）
で
、
随
時
開
く
こ
と
が
で
き
る
自
動
閉
鎖
装
置
付

の
も
の
若
し
く
は
次
に
定
め
る
構
造
の
も
の
又
は
防
火
戸

（防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
以
外
の
も
の
で
あ
つ
て
、

二
以
上
の
異
な
つ
た
経
路
に
よ
り
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
の
出
入
日
以
外
の
開
口
部
で
、
直
接
外

気
に
開
放
さ
れ
て
い
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
に
面
し
、
か
つ
、
そ
の
面
積
の
合
計
が
四
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。）
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

［０
　
回
　
路
］

雪
一　
略
］

雪
一　
略
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

［３
　
略
］

（自
動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
等
）

第
二
十
二
条

　

［略
］

［２
　
略
］

３
　
令
第
二
十

一
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ト
は
、
標
示
温
度
が
七
十
五

度
以
下
で
種
別
が

一
種
の
も
の
と
す
る
。

［４
～
９
　
略
］

（避
難
器
具
の
設
置
個
数
の
減
免
）

第
二
十
六
条
　
　
［略
］

［２
　
３
　
略
］

雪
一　
同
上
］

２

　

［向
上
］

一
　

［同
上
］

［イ

・
口
　
同
上
］

ハ
　
ロ
の
開
口
部
に
は
、
特
定
防
火
設
備
で
あ
る
防
火
戸

（廊
下
と
階
段
と
を
区
画
す
る
部
分
以
外
の
部
分

の
開
口
部
に
あ
つ
て
は
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
除
く
。）
で
、
随
時
開
く
こ
と
が
で
き
る
自
動
閉
鎖
装
置
付

の
も
の
若
し
く
は
次
に
定
め
る
構
造
の
も
の
又
は
鉄
ｍ
識
Ｔ
仝
２
２
ラ
ス
入
り
戸

（二
以
上
の
異
な
つ
た
経

路
に
よ
り
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
の
出
入
日
以
外
の
開
口
部
で
、
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い
る

廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
に
面
し
、
か
つ
、
そ
の
面
積
の
合
計
が
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
に
設

け
る
も
の
に
限
る
。）
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

［０

・
０
　
同
上
］

雪
一　
同
上
〕

雪
一　
同
上
］

〔３
　
同
上
］

（自
動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
等
）

第
二
十
二
条
　

［同
上
］

［２
　
向
上
］

３
　
令
第
二
十

一
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ト
は
、
標
示
温
度
が
七
十
五

度
以
下
で
作
島
藤
缶
熙
生
↑
Ｉ
Ｐ
以
内
の
も
の
と
す
る
。

［４
～
９
　
同
上
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（避
難
器
具
の
設
置
個
数
の
減
免
）

第
二
十
六
条

　

［同
上
］

［２
・
３
　
同
上
］

8
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４

　

［略
］

［
一　
略
］

一
一　
屋
上
広
場
に
面
す
る
窓
及
び
出
入
口
に
防
火
戸
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
か
つ
、
当
該
出
入
口
か
ら

避
難
橋
に
至
る
経
路
は
、
避
難
上
支
障
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

雪
二

』

５

　

［略
］

一
　

［略
］

イ

　

［略
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

口
　
開
口
部
に
防
火
戸
を
設
け
る
耐
火
構
造
の
壁
又
は
床
で
区
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

〔
ハ
～
へ
　
略
］

雪
下

〓
一　
略
］

〔６
　
略
］

７

　

［略
］

［
一　
略
］

一
一　
屋
上
広
場
に
面
す
る
窓
及
び
出
入
口
に
、
防
火
戸
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

害
一　
略
］

（誘
導
灯
及
び
誘
導
標
識
を
設
置
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
ａ

第
二
十
八
条
の
二
　

［略
］

〓

，
一二
　
略
］

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
令
別
表
第

一
回
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
同
表
国
項
口
並

び
に
肉
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
以
外
つ
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
せ
ず
、
か
つ
、
次

の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
十
階
以
下
の
階
に
存
す
る
同
表
閃
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
設
置
さ
れ
る
区
画
を
有
す
る
も
の
の
同
表
囚
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
階
以
外
の
階

（地
階
、
無
窓
階
及
び
十

一
階
以
上
の
階
を

除
く
。）

〔イ
ヽ
ハ
　
略
］

ニ
　
ハ
の
開
口
部
に
は
、
防
火
戸

（三
階
以
上
の
階
に
存
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
防
火
設
備
で
あ
る

防
火
戸
Ｘ
廊
下
と
階
段
と
を
区
画
す
る
部
分
以
外
の
部
分
の
開
口
部
に
あ
つ
て
は
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

除
く
。）
で
、
随
時
開
く
こ
と
が
で
き
る
自
動
閉
鎖
装
置
付
き
の
も
の
若
し
く
は
次
に
定
め
る
構
造
の
も
の

又
は
防
火
戸

（防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
以
外
の
も
の
で
あ
つ
て
、
二
以
上
の
異
な
つ
た
経
路
に
よ
り
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
る
部
分
の
出
入
口
以
外
の
開
口
部
で
、
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他

の
通
路
に
面
し
、
か
つ
、
そ
の
面
積
の
合
計
が
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。）

を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

［０
・
同
　
略
］

〔ホ
　
略
］

４

　

［同
上
］

［
一　
同
上
］

二
　
屋
上
広
場
に
面
す
る
窓
及
び
出
入
口
に
相
樹
制
別
創
謝
回
「
冽
ぶ
副
樹
割
矧
創
り
割
劉
綱
川
湘
悧
創
釧
到
召
剛
司

が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
か
つ
、
当
該
出
入
日
か
ら
避
難
橋
に
至
る
経
路
は
、
避
難
上
支
障
が
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
。

害
一　
同
上
］

５

　

［向
上
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

一
　

［同
上
］

イ

　

［同
上
］

口
　
開
口
部
に
創
倒
創
劉
劉
日
日
「
酬
引
酬
刷
創
矧
劉
引
劉
馴
綱
川
悧
釧
引
到
引
馴
ｑ
月
を
設
け
る
耐
火
構
造
の
壁

又
は
床
で
区
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

［ハ
～
へ
　
同
上
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

雪
Ｔ

〓
一　
向
上
］

［６
　
同
上
］

７

　

〔同
上
］

［
一
　
同
上
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

二
　

・屋上
広
場
に
面
す
る
窓
及
び
出
入
口
ｔ
、
特
定
防
火
設
備
で
あ
る
囲
劇
月
測
国
釧
到
綱
測
川
引
刻
刻
釧
ｄ

戸
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

富
一　
同
上
］

（誘
導
灯
及
び
誘
導
標
識
を
設
置
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
ε

第
二
十
八
条
の
二
　

［向
上
］

〓

～
一二
　
同
上
］

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
令
別
表
第

一
ω
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
同
表
国
項
口
並

び
に
肉
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
以
外
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
せ
ず
、
か
つ
、
次

の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
表
閃
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ

れ
る
部
分
に
設
置
さ
れ
る
区
画
を
有
す
る
も
の
の
同
表
内
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供

さ
れ
る
部
分
以
外
の
部
分

（地
階
、
無
窓
階
及
び
十

一
階
以
上
の
階
の
部
分
を
除
く
。）

［イ
～
ハ
　
同
上
］

ニ
　
ハ
の
瀾
田
部
に
は
、
防
火
戸

（三
階
以
上
の
階
に
存
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
防
火
設
備
で
あ
る

防
火
戸
Ｘ
廊
下
と
階
段
と
を
区
画
す
る
部
分
以
外
の
部
分
の
開
口
部
に
あ
つ
て
は
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

除
く
じ
で
、
随
時
開
ぐ
こ
と
が
で
き
る
自
動
閉
鎖
装
置
付
き
の
も
の
若
し
く
は
次
に
定
め
る
構
造
の
も
の

又
は
鉄
製
網
入
リ
ガ
ラ
ス
入
り
戸

（二
以
上
の
異
な
つ
た
経
路
に
よ
り
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
の

出
入
口
以
外
の
開
口
部
で
、
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
に
面
し
、か
つ
、

そ
の
面
積
の
合
計
が
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。）
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ

■
一
。［０

・
―口，
　
同
上
］

［ホ
　
同
上
］
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1

塁|き
の
も
の
若
し
く
は
次
に
定
め
る
構
造
の
も
の
又
は
防
火
戸
（防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

二
以
上
の
異
な
つ
た
経
路
に
よ
り
避
難
す
る
こ
と
が
で
き

の
通
路
に
面
し
、
か
つ
、
そ
の

創

ヨ

鮒

馴

刻

到

ョ

剛

劇

倒

劇

割

日

国

割

劃

副

劉

冽

脚

劃

倒

劉

割

到

糊

劉

「

剤

国

劉

劉

コ

ｄ

馴

劉

到

酬

割

釧

引

到

「

ノ、‐

ョ割
割
割
ヨ
馴
鰤
劉
副
コ
則
割
馴
倒
創
訓
劉
釧
月
引
＝
胡
劇
「
コ
側
「
川
「
１
剰
副
司

部
の
面
積
が
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二‐

「剣
酬
司
訓
日
「
引
日
別
割
側
劇
引
酬
刻
司
翻
劉
劃
割
引
馴
劇
回
引
馴
列
捌
側
翻
到

り
剛
劃
闇
司
ョ
劃
「
囲
劉
Ⅵ
引
列
１１
日
「
Ｊ
「
翻
翻
劇
割
川
刷
劇
引
割
酬
則
倒
副
司

Ш刻
国

別

馴

劃

劉

ｄ

劉

刊

ョ

劃

コ

引

＝

Ｍ

「

一
‐

測

刊

潮

鯛

劇

朝

ヨ

劇

剰

――

洲

コ

創

創

「

利

利副
劉
剛
「
国
例
湘
司
日
嘲
悧
訓
劉
州
日
側
馴
劇
劉
翻
翻
樹
劇
劇
川
劉
利
到
州
菊
ョ
ョ

令
別
表
第

一
国
項
イ
並
び
に
肉
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
主
た

る
出
入
口
が
、
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
部
分
に
お
け
る
火
災
時
に
生
ず
る
煙
を
有
効
に
排

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
に
面
し
て
い
る
こ
と
。

［五
　
略
］

２

　

〔略
］

〓

・
二
　
略
］

〓
一　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
令
別
表
第
二
園
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
同
表
国
項
口
並

び
に
肉
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
以
外
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
せ
ず
、
か
つ
、
次

の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
十
階
以
下
の
階
に
存
す
る
同
表
閃
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防

賭
続
編
購
雛
講
榔絆
灘
獅
雖
棚
騨
騰
期
鯉
翌
蝦
豚
比舗
“

除
く
。）

［イ
～
ハ
　
略
］

ニ
　
ハ
の
開
口
部
に
は
、
防
火
戸

（三
階
以
上
の
階
に
存
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
防
火
設
備
で
あ
る

防
火
戸
Ｘ
廊
下
と
階
段
と
を
区
画
す
る
部
分
以
外
の
部
分
の
開
口
部
に
あ
つ
て
は
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

除
く
。）
で
、
随
時
開
く
こ
と
が
で
き
る
自
動
閉
鎖
装
置
付
き
の
も
の
若
し
く
は
次
に
定
め
る
構
造
の
も
の

又
は
防
災
声
■
研
災
３
■

ヽ
―
，‘
γ
■
督
空
？
０
の
で
あ
つ
て
―
二
以
上
の
異
な
つ
た
経
路
に
よ
り
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
る
部
分
の
出
入
日
以
外
の
開
口
部
で
、
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他

の
通
路
に
面
し
、
か
つ
、
そ
の
面
積
の
合
計
が
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。）

を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

［０
　
０
　
略
］

［ホ
　
略
］

［新
誌

〔五
　
同
上
］

［同
上
］

〓

・
一
一　
同
上
］

〓
一　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
令
別
表
第

一
関
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
同
表
国
項
口
並

び
に
肉
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
以
外
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
せ
ず
、
か
つ
、
次

の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
表
肉
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ

れ
る
部
分
に
設
置
さ
れ
る
区
画
を
有
す
る
も
の
の
同
表
内
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供

さ
れ
る
部
分
以
外
の
部
分

（地
階
、
無
窓
階
及
び
十

一
階
以
上
の
階
の
部
分
を
除
く
。）

［イ
～
ハ
　
同
上
］

ニ
　
ハ
の
開
口
部
に
は
、
防
火
戸

（三
階
以
上
の
階
に
存
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
防
火
設
備
で
あ
る

防
火
戸
×
廊
下
と
階
段
と
を
区
画
す
る
部
分
以
外
の
部
分
の
開
口
部
に
あ
つ
て
は
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

除
く
．）
で
、
随
時
開
く
こ
と
が
で
き
る
自
動
閉
鎖
装
置
付
き
の
も
の
若
し
く
は
次
に
定
め
る
構
造
の
も
の

又
は
鉄
製
網
入
リ
ガ
ラ
ス
入
り
戸

（二
以
上
の
異
な
つ
た
経
路
に
よ
り
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
の

出
入
口
以
外
の
開
叶
部
で
、
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
に
面
し
い
か
つ
、

そ
の
面
積
の
合
計
が
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。）
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ

■
」
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

【０

・
同
　
同
上
］

［ホ
　
同
上
］
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三
の
ニ
　
ユ削
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
令
別
表
第

一
田
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
同
表
国
項

イ
及
び
口
並
び
に
閃
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
以
外
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
せ

ド
隆
ｒ
船
ほ
階
燿
修
障
旧
眸
隔
版
μ
鷹
睡
陽
謄
睦
階
臓
疇
陛
陽

る
も
の
の
同
表
国
項
イ
並
び
に
【
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る

日

刻

創

∃

∃

剛

劉

翻

コ

到

劃

剛

到

ｇ

日

劉

劉

イ
　
居
室
を
耐
火
構
造
の
壁
及
び
床
で
区
画
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

可

酬
訓
剣
判
利
用
（―■
３
剰
劉
「
叫
馴
創
周
Ч
ｑ
「
ｄ
翻
「
劃
日
醐
「
倒
劃
副
馴
ヨ
則
引
割
劃
Ш
引
ヨ
団
引
副
「
刻
翻
到
刊

倒
倒
司
劃
引
日
劉
引
創
劃
∃
日
，
Ｊ
湘
濶
ＴＩ
副
日
川
コ
日
コ
コ
創
劉
引
創
馴
Ｊ
測
悧
脚
悧
劇
□
副
到

て
は
準
不
燃
材
料
で
、
そ
の
他
の
部
分
に
あ
つ
て
は
難
燃
材
料
で
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
区
画
す
る
壁
及
び
床
の
開
口
部
の
面
積
の
合
計
が
八
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
　
か
つ
、　
一
の
開
口

部
の
面
積
が
四
平
方
メ
■
ト
ル
以
下
で
あ
る
ご
と
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

ニ
　
ハ
の
開
口
部
に
は
、
特
定
防
火
設
備
で
あ
る
防
火
戸

（廊
下
と
階
段
と
を
区
画
す
る
部
分
以
外
の
部
分

ホ
|

の
開
口
部
に
あ
つ
て
は
、
防
火
シ
ャ
ツ
タ
ー
を
除
く
。）
で
、
随
時
開
く
こ
と
が
で
き
る
自
動
閉
鎖
装
置
付

き
の
も
の
若
し
く
は
次
に
定
め
る
構
造
の
も
の
又
は
防
火
戸
（防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
以
外
の
も
の
で
あ
つ
て
、

二
以
上
の
異
な
つ
た
経
路
に
よ
り
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
の
出
入
口
以
外
の
開
口
部
で
、
直
接
外

気
に
開
放
さ
れ
て
い
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
に
面
し
、
か
つ
、
そ
の
面
積
の
合
計
が
四
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。）
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
．

０
　
随
時
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
い
煙
感
知
器
の
作
動
と
運
動
し
て
閉
鎖
す
る
こ
と
。

０
　
居
室
か
ら
地
上
に
通
ず
る
主
た
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
に
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
直
接

手
で
開
く
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
自
動
的
に
開
鎖
す
る
部
分
を
有
し
、
そ
の
部
分
の
幅
、
高
さ
及
び
下

測

国

別

劇

副

測

Ｊ

到

司

Ｊ

引

劇

到

刊

劇

劇

刊

丁‐

利

刊

潮

凶

劇

∃
∃
劇
列
利
＝
Ｍ
刊
Ｊ
劉
引
「

創

劉

到

日

∃

洲

厠

ヨ

測

則

日

引

副

創

劉

劉

側

∃

到

創

劇

り

剰

剤
剛
コ
劇

直‐
悧
劉
国
剛
ヨ
刊
洲
「

当‐
割
馴
剰
測
副
割
翻
日
割
劃
劉
創
劉
酬

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
に
面
し
て
い
る
こ
と
。

［四

・
五
　
略
］

［３
　
略
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
・

（連
結
送
水
管
に
関
す
る
基
準
の
細
目
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

第
二
十

一
条

　

［略
］

〔
一
～
四
の
二
　
略
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

五

　

［略
］

［イ
　
略
］

口
　
日
本
工
業
規
格
Ｃ
三
四
四
二
、
Ｇ
三
四
四
八
、
Ｃ
三
四
五
二
、
Ｇ
三
四
五
四
若
し
く
は
Ｇ
三
四
五
九
に

適
合
す
る
管
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
強
度
、
耐
食
性
及
び
耐
熱
性
を
有
す
る
管
を
使
用
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
配
管
の
設
計
送
水
圧
力
（ノ
ズ
ル
の
先
端
に
お
け
る
放
水
圧
力
が
０

・
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（フ
オ

グ
ガ
ン
等
を
使
用
す
る
も
の
と
し
て
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
指
定
す
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当

該
フ
オ
グ
ガ
ン
等
が
有
効
に
機
能
す
る
放
水
圧
力
と
し
て
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
指
定
す
る
放
水
圧
カ

と
す
る
。）
以
上
と
な
る
よ
う
に
送
水
し
た
場
合
に
お
け
る
送
水
口
に
お
け
る
圧
力
を
い
う
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。）
が

一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
る
場
合
に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
四
四
八
に
適
合
す
る

管
、
Ｇ
三
四
五
四
に
適
合
す
る
管
の
う
ち
呼
び
厚
さ
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
四
十
以
上
の
も
の
若
し
く
は
Ｇ
三

四
五
九
に
適
合
す
る
管
の
う
ち
呼
び
厚
さ
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
十
以
上
の
も
の
に
適
合
す
る
も
の
又
は
こ
れ

ら
と
同
等
以
上
の
強
度
い
耐
食
性
及
び
耐
熱
性
を
有
す
る
管
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

薪

誌

［四
・
五
　
同
上
］

［３
　
同
上
］

（連
結
送
水
管
に
関
す
る
基
準
の
細
目
）

第
二
十

一
条
　

［同
上
］

』
一
～
四
の
二
　
同
上
〕

五
　

［向
上
』

［イ
　
向
上
］

口
　
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
四
四
二
一
Ｇ
三
四
四
八
、
Ｃ
三
四
五
二
、
Ｇ
三
四
五
四
若
し
く
は
Ｇ
三
四
五
九
に

適
合
す
る
管
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
強
度
、
耐
食
性
及
び
耐
熱
性
を
有
す
る
管
を
使
用
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
配
管
の
設
計
送
水
圧
力
（ノ
ズ
ル
の
先
端
に
お
け
る
放
水
圧
力
が
○
´
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（フ
オ

グ
ガ
ン
等
を
使
用
す
る
も
の
と
し
て
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
指
定
す
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当

該
フ
ォ
グ
ガ
ン
等
が
有
効
に
機
能
す
る
放
水
圧
力
と
し
て
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
指
定
す
る
放
水
圧
カ

と
す
る
。）
以
上
と
な
る
よ
う
に
送
水
し
た
場
合
に
お
け
る
送
水
口
に
お
け
る
圧
力
を
い
う
。
以
下
こ
の
号

ｋ
陽
い
に
同
じ
。）
が

一
メ
リ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
る
場
合
に
は
、
「
本
工
業
規
格
Ｃ‐
ョ
耐
刷
「
り
「
Ч
劇
国
ＧＩ

三
四
五
四
に
適
合
す
る
管
の
う
ち
呼
び
厚
さ
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
四
十
以
上
の
も
の
若
し
く
は
Ｇ
三
四
五
九

箋婉齢け』繭っ艤餞側鄭研薩款」″わすュ引鋤村肌」詢』れ．のは商蛤赫』「の又一これらと同
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ハ
　
管
継
手
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
日
本
工
業
規

格
に
適
合
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
、
耐
食
性
及
び
耐
熱
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
消
防
庁
長

官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ
ｔ
一
た
だ
し
、
配
管
の
設
計
送
水
圧
力
が

一
メ
ガ
パ
ス
カ

ル
を
超
え
る
場
合
に
用
い
る
割
調
到
湖
「
引
倒
ｕ
剛
Ⅵ
釧
測
Ⅵ
剰
Ⅵ
劉
ピ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
強
度
、
耐
食

酬

列
刻
冽
И
幽
∃
劇
劇
引
劇
「

口
‐
悧
刊
ヨ
創
翻
引

二‐
コ
ョ
川
劉
剛
ョ
ョ

〓‐
渕
Ⅵ
馴
劃
引
刻
剖
剰
割

倒
到
コ
知
酬
捌
刊
利
悧
劉
瀕
割
倒
日
劇
引
刻
剖
倒

‘口＞‐

冽
刻
冽
И
劉
割
劉
翻
留
馴
「
割
判
剰
劇
「
副
刑
コ
渕
測
倒
∃
引
測
Ⅵ
洲
日
渕
刷
刻
剥
洲
劇
旧
‐ＢＩ

目

ヨ

Ｊ

刻

引

判

∃

洲

測

∃

劃

劃

副

1

ハ
　
管
継
手
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
日
本
工
業
規

格
に
適
合
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
、
耐
食
性
及
び
耐
熱
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
消
防
庁
長

店
椰
識
わ
¨
提
詳
は
腕
崎
村
織
蘇
鍋
市
牌
ヽ
ポ
針
年
一
糾
諄
議
げ
網
荒
わ
曲
碑
群
布
蛸
訛
猟
鰐
Ⅱ
一
フ
甲
器
和

＝

創

ヨ

ョ

日

割

到

創

割

判

副

訓

コ

封

劇

冽

激

割

到

劃

刷

引

引

瓢

割

劉

翻

∃

刻

割

目

創

司

割

∃

ョ

割

判

劉

ヨ

∃

コ

当

劉

劉

副

日

剛

洲

劇

Ч

ョ

∃

刻

創

詈

劉

副

創

日

劇

例

刊

劇

割

劉

劉

倒

ヨ

∃

州

割

引

剤

測

司

日

引

列

割

劇

判

∃

∃

測

ョ

割

剛

測

割

劃

樹

創

割

剰

ョ

劉

卿

側

翻

翻

∃

引

創

劉

創

劇

劃

訓

引

な
い
。

［新
設
］

霧

設
］

［表
　
同
上
］

［
二
～
チ
　
向
上
］

［六
～
十
　
同
上
］

（用
語
の
意
義
）
　
　
　
　
　
　

　̈
　

・

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
一
一

・

一

一
特
定
共
同
住
宅
等
　
令
別
表
第
一
０
項
口
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
及
び
同
表
関
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物

（同
表
０
項
口
並
び
に
内
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（同
表
”
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対

象
物
に
あ
っ
て
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
福
祉
ホ
ー
ム
、
老
人
福
祉
法

（昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三

号
）
第
五
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
を
行
う
施
設
又
は
障
害
者

の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

（平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

五
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
を
行
う
施
設
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）
の
用
途
以
外
の
用
途
に
供

さ
れ
る
部
分
が
存
せ
ず
、
か
つ
、
同
表
閃
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
す
る
各
独
立
部

分

（構
造
上
区
分
さ
れ
た
数
個
の
部
分
の
各
部
分
で
独
立
し
て
住
居
そ
の
他
の
用
途
に
供
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
床
面
積
が
い
ず
れ
も
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）
で

あ
っ
て
、
火
災
の
発
生
又
は
延
焼
の
お
そ
れ
が
少
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
つ
い

て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。

［表
　
略
〕

Ｔ
一～
チ

［六
～
十

（特
定
共
同
住
宅
等
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令
の

一
部
改
正
）

必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令

（平
成
十
七
年
総
務
省
令
第
四
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
　
特
定
共
同
住
宅
等
に
お
け
る

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
は
、

こ
れ
を
加
え
る
。

（用
語
の
意
義
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
．

一　
特
定
共
同
住
宅
等
一
令
別
表
第

一
国
項
口
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
及
び
同
表
関
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物

（同
表
国
項
イ
及
び
●
並
び
に
閃
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（同
表
因
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
有

ヽ
料
老
人
ホ
ー
ム
、
福
祉
ホ
ー
ム
、
老
人
福
祉
法

（昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百

三
十
三
号
）
第
五
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
を
行
う
施
設
又
は

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

（平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
五
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
を
行
う
施
設
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）
の
用
途
以
外
の
用

途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
せ
ず
、
か
つ
、
同
表
劇
Ｊ
劇
朝
渕
日
Ч
回
引
叫
及
び
ハ
に
掲
げ
』
肪
秋
開
象
物
の
用

途
に
供
す
る
各
独
立
部
分

構^
造
上
区
分
さ
れ
た
数
個
の
部
分
の
各
部
分
で
独
立
し
て
当
該
用
途
に
限
に
れ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
．）
の
床
面
積
が
い
ず
れ
も
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
っ
て
、

目
鳳
制
副
湘
判
ゴ
測
判
「
判
＝
ｑ
封
倒
に
限
る
。）
で
あ
っ
て
、
火
災
の
発
生
又
は
延
焼
の
お
そ
れ
が
少
な
い
も

の
と
し
て
、
そ
の
位
置
、構
造
及
び
設
備
に
つ
い
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。

略山
略

備
考
　
表
中
の

［　
］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

12
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一
の
二
　
住
声
勧
冨
聟
型
設
　
特
定
共
同
住
宅
等
の
部
分
で
あ
っ
て
、
令
別
表
第

一
国
項
イ
並
な
二
』
容
督
］
及
び

ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

一
の
三
　
特
定
住
戸
利
用
施
設
　
住
戸
利
用
施
設
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
部
分
で
、
消
防
法
施
行
規
則

（昭
和

三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下

「規
則
」
と
い
う
。）
第
十
二
条
の
二
第

一
夏
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る

構
造
を
有
す
る
も
の
以
外
の
も
の
を
い
う
。

［イ
　
ロ
　
略
］

二
　
住
戸
等
　
特
定
共
同
住
宅
等
の
住
戸

（下
宿
の
宿
泊
室
、
寄
宿
舎
の
寝
室
及
び
各
独
立
部
分
で
令
別
表
第

一
制
日
引
劇
躙
到
月
Ｕ
例
馴
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
、

共
用
室
、
管
理
人
室
、
倉
庫
、
機
械
室
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
室
を
い
う
。
´

Ｔ
一～
十
八
　
略
］

（必
要
と
さ
れ
る
初
期

‥
拡
‐大
抑
制
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
基
準
）

第
二
条
　
特
定
共
同
住
宅
等

（住
戸
利
用
施
設
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
火
災
の
拡
大
を
初
期
に
抑
制
す
る
性
能
（以

下

「初
期
拡
大
抑
制
性
能
」
と
い
う
。）
を
主
と
し
て
有
す
る
通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等
に
代
え
て
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
必
要
と
さ
れ
る
初
期
拡
大
抑
制
性
能
を
主
と
し
て
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
は
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
共
同
住
宅
等
０
種
類
及
び
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備

等
の
区
分
に
応
し
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備

等
と
す
る
。

二
方
向
避
難

型
特
定
共
同

住
宅
等

構
造
類
型

特
定
共
同
住
宅
等
の
種
類

地
階
を
除

く
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

地
階
を
除
一

く
階
数
が
一

十
以
下
の
一

も
の
　
　
一

地
階
を
除
一

く
階
数
が
一

五
墜
卜
０
一

も

の
　
　
一一

階
数

消
火
器
具

屋
内
消
火
栓
設
備

雀^
〓
荘
督
曇
≡
号

イ
に
掲
げ
る
階
及
び
部
分
に
設
置
す

る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

消
火
器
具

屋
内
消
火
栓
設
備

（第
〓
項
第
二
号

イ
同
及
び
い
に
掲
げ
る
階
及
び
部
分

に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

消
火
器
具

屋
内
消
火
栓
設
備

（第
二
項
第
二
号

イ
同
及
び
内
に
掲
げ
る
階
及
び
部
分

に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

一屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等

〔略
〕

住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備

住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ト
設
備

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
又

は
住
戸
用
自
動
火
災
報
知
設
備
及
び

共
同
住
宅
用
非
常
警
報
設
備

必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有

す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等

一
の
二
　
福
祉
施
設
等
　
特
定
共
同
住
宅
等
の
部
分
で
あ
っ
て
、
令
別
表
第

一
内
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

一
の
三
　
制
赳
日
祖
川
訓
割
　
潮
鼎
淵
劉
ヨ
割
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
部
分
で
、
消
防
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十

六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下

「規
則
」
と
い
う
。）
第
十
二
条
の
二
第

一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
構
造

を
有
す
る
も
の
以
外
の
も
の
を
い
う
。

［イ

・
口
　
同
上
］

二
　
降
時
に
時
　
特
定
共
同
住
宅
等
の
住
戸

（下
宿
の
宿
泊
室
、
寄
宿
舎
の
寝
室
及
び
各
独
立
部
分
で
令
別
表
第

一
肉
項
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
、
共
用
室
、
管

理
人
室
、
倉
庫
、
機
械
室
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
室
を
い
う
。

［三
～
十
八
　
同
上
］

（必
要
と
さ
れ
る
初
期
拡
大
脚
悧
世
胤
陸
侑
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
基
準
）

第
二
条
　
特
定
共
伺
住
宅
等

（福
祉
施
設
等
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
火
災
の
拡
大
を
初
期
に
抑
制
す
る
性
能

（以

下

「初
期
拡
大
抑
制
性
能
」
と
い
う
じ
を
主
と
し
て
有
す
る
通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等
に
代
え
て
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
必
要
と
さ
れ
る
初
期
拡
大
抑
制
性
能
を
主
と
し
て
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
は
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
共
同
住
宅
等
の
種
類
及
び
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備

等
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備

等
と
す
る
。

二
方
向
避
難

型
特
定
共
同

住
宅
等

構
造
類
型

特
定
共
同
住
宅
等
の
種
類

地
階
を
除

く
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

十
以
下
の

も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

五
以
下
の

も
の

階
数

消
火
器
具

屋
内
消
火
栓
設
備

（十
■
階
以
上
の

階
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

消
火
器
具

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

消
火
器
具

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等

|

|

［向
上
］

住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備

住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
又

は
住
戸
用
自
動
火
災
報
知
設
備
及
び

共
同
住
宅
用
非
常
警
報
設
備

必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有

す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等

(11

fヽ

13
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そ
の
他
の
特

定
共
同
住
宅

等 二
方

向

避

難

・
開
放
型

特
定
共
同
住

宅
等

開
放
型
特
定

共
同
住
宅
等

地
階
を
除

く
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

十
以
下
の

も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

六
以
上
の

も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

五
以
下
の

も
の

|

I
|

［略
］

消
火
器
具

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

消
火
器
具

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋́
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

消
火
器
具

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備

□|
住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
又

は
住
戸
用
自
動
火
災
報
知
設
備
及
び

共
同
住
宅
月
非
常
警
報
設
備

住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備

住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
又

は
住
戸
用
自
動
火
災
報
知
設
備
及
び

共
同
住
宅
用
非
常
警
報
設
備

そ
の
他
の
特

定
共
同
住
宅

等 二
方

向

避

難

・
開
放
型

特
定
共
同
住

宅
等

開
放
型
特
定

共
同
住
宅
等

地
階
を
除

く
階
数
が

十
以
下
の

も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

地
階
を
除
一

階
数
が
十
一

下
の
も
の
一

地
階
を
除

く
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

十
以
下
の

も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

五
以
下
の

も
の

消
火
器
具

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

［同
上
］

消
火
器
具
　
　
　
　
´

屋
内
消
火
栓
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

疑緋
雅
琳
証年

消
火
器
具

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

消
火
器
具

屋
内
消
火
栓
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

消
火
器
具

屋
内
消
火
栓
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備

［同
上
］

住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
又

は
住
戸
用
自
動
火
災
報
知
設
備
及
び

共
同
住
宅
用
非
常
警
報
設
備

住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備

住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備

住
宅
用
消
火
器
及
び
消
火
器
具

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
又

は
住
戸
用
自
動
火
災
報
知
設
備
及
び

共
同
住
宅
用
非
常
警
報
設
備

14
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屋
内
消
火
栓
設
備

（第
二
項
第
二
号

イ
に
掲
げ
る
階
及
び
部
分
に
設
置
す

る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

代
え
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
必
要
と
さ
れ
る
初
期
拡
大
抑
制
性
能
を
主
と
し
て
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る

設
備
等
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
共
同
住
宅
等
の
種
類
及
び
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
通
常
用
い
ら
れ
る

消
防
用
設
備
等
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
下
桶
に
掲
げ
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に

供
す
る
設
備
等
と
す
る
。

二
方
向
避
難

型
特
定
共
同

住
宅
等

構
造
類
型

特
定
共
同
住
宅
等
の
種
類

地
階
を
除

く
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

ｔ
以
下
の

も

の

地
階
を
除

く
階
数
が

五
以
下
の

も
の

階
数

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

屋
内
消
火
栓
設
備

（次
項
第
二
号
イ

に
掲
げ
る
階
及
び
部
分
に
設
置
す
る

も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等

［略
］

［略
］

略

す 必
る 要
消 と
防 さ
の れ
用 る
に 防
供 火
す 安
る 全
設 性
備 能
等 を
有

屋
内
消
火
栓
設
備

（十

一
階
以
上
の

階
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
　
　
　
　
´

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

２
　
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
、
初
期
拡
大
抑
制‐
性
能
を
主
と
し
て
有
す
る
通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等
に
代

え
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
必
要
と
さ
れ
る
初
期
拡
大
抑
制
性
能
を
主
と
し
て
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設

備
等
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
共
同
住
宅
等
の
種
類
及
び
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
通
常
用
い
ら
れ
る
消

防
用
設
備
等
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
下
樹
に
掲
げ
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
語
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供

す
る
設
備
等
と
す
る
。

二
方
向
避
難

型
特
定
共
同

住
宅
等

構
造
類
型

特
定
共
同
住
宅
等
の
種
類

地
階
を
除

く
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

十
以
下
の

も
の

も 五 く 地
の 以 階 階
下 数 を
の が 除

階
数

の
階
に
存
す
る
特
定
福
祉
施
設
等
に

設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

階
に
設
置
す
る
も
の
及
び
十
階
以
下

屋
内
消
火
栓
設
備

（十

一
階
以
上
の

屋
内
消
火
栓
設
備

（特
定
福
祉
施
設

制
罰
創
創
劇
日
馴
馴

ス
プ
リ
ン
グ
テ
ト
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

屋
内
消
火
栓
設
備

（特
定
福
祉
施
設

等
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等

［向
上
］

［同
上
］

［同
上
］

必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有

す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等

ヽ .
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そ
の
他
の
特

定
共
同
住
宅

等 二

方

向

避

難

・
開
放
型

特
定
共
同
住

宅
等

開
放
型
特
定

共
同
住
宅
等

地
階
を
除

く
階
数
が

十
以
下
の

も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

十
以
下
の

も
の

地
階
を
除

ぐ
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

十
以
下
の

も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

五
以
下
の

も
の

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

屋
内
消
火
栓
設
備
　
・

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

〔略
］

〔略
］

［略
〕

［略
］

［略
］

｛
略
］

そ
の
他
の
特

定
共
同
住
宅

等 二
方

向

避

難

・
開
放
型

特
定
共
同
住

宅
等

開
放
型
特
定

共
同
住
宅
等

地
階
を
除

く
階
数
が

十
以
下
の

も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

十
以
下
の

も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

十
以
下
の

も
の

地
階
を
除

く
階
数
が

五
以
下
の

も
の

屋
内
消
火
栓
設
備

（特
定
福
祉
施
設

等
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

階
に
設
置
す
る
も
の
及
び
十
階
以
下

の
階
に
存
す
る
特
定
福
祉
施
設
等
に

設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

屋
内
消
火
栓
設
備

（十

一
階
以
上
の

屋
内
消
火
栓
設
備

（特
定
福
祉
施
設

等
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

０
階
に
存
す
る
特
定
福
祉
施
設
等
に

設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

階
に
設
置
す
る
も
の
及
び
十
階
以
下

副
糊
劉
到
例
到
目
□
制

屋
内
消
火
栓
設
備

（特
定
福
祉
施
設

等
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

屋
内
消
火
栓
設
備

（特
定
福
祉
施
設

等
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

〔同
上
］

［同
上
］

［同
上
］

［同
上
］

［同
上
］

［同
上
］

,I
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地
階
を
除

く
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備

３
〔一略げ］　
二
．．　　．一　　　　　　　　　　　　．一　　一　　　　　　　　　　　　一

二
　

［略
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

イ
　
次
の
０
か
ら
内
に
掲
げ
る
階
又
は
部
分
に
設
置
す
る
こ
と
。

劇

劇コ
剣
副
創
劃
淵
刊
Ｊ
馴
コ
刻
劉
剣
剃
劇
コ
翻
悧
国
引
刺
湖
凶
劇
Ｊ
日
ｄ
∃
馴
引

に
限
る
。）

＜口＞‐

制
劇
劉
剛
倒
創
コ
¶
劇
日
創
樹
悧
罰
捌
劇
樹
樹
ｑ
剣
訓
∃
∃
コ
Ｊ
引
引
＝
躙
倒
「
湘
割
硼
引
日

倒
到
コ
Ｊ
劇
湘
劃
剣
日
判
刻
劇
測
劇
日
到
馴
創
馴
倒
罰
脚
綱
劇
ｄ
ｕ

吋

制
劇
劃
刷
側
コ
コ
¶
劇
日
罰
劉
悧
鋼
劉
劇
副
測
倒
創
訓
劃
∃
コ
当
引
引
ｌｌ
＝
鮒
創
渕
悧
副
引
圏

倒
到
引
Ｊ
削
∃
劇
劉
∃
釧
引
副
例
＝
劃
馴
副
引
ｄ
劇
司
「
翻
＝
劉
馴
劉
Ш
劇
副
日
劇
り
剰
劇
刊
刊

洲
対
―Ｉ
Ｈ
“
判
「
Ｊ
割
剛
●
劇
週
馴
刊
湖
劇
日
Ы
つ―
「
国
∃
Ｊ
劇
渕
引
引
劃
＝
制
「
湘
剤
酬
則
酬

に
掲
げ
る
階
及
び
部
分
を
除
く
Ｃ

［
口
～
チ

略
］

〓
一
　

［略
］
　
　
　
・　
　
一　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

［イ
～
ホ
　
略
］

ヘ
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
設
け
る
共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
に
あ
っ
て
は
、
住
戸
利

刷
回
調
で
発
生
し
た
火
災
を
、
当
該
日
司
利
川
劇
訓
の
関
係
者

六
所
有
者
又
は
管
理
者
を
い
う
。）
又
は
当

該
関
係
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者

（当
該
住
戸
利
用
託
設
そ
勤
務
し
て
い
る
者
に
限
る
。）
（以
下

「関
係

者
等
」
と
い
う
。）
に
、
自
動
的
に
、
か
つ
、
有
効
に
報
知
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
．

［卜
　
略
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

四

　

［略
］

［イ
～
ハ
　
略
］

二
　

⊆^
星
型
岸
藝
設
に
設
け
る
住
戸
用
自
動
火
災
報
知
設
備
に
あ
っ
て
は
、
住
戸
利
月
施
設
一で
発
生
し
た
火

災
を
、
当
該
住
戸
利
用
施
設
の
関
係
者
等
に
、
自
動
的
に
、
か
つ
、
有
効
に
報
知
で
き
る
装
置
を
設
け
る

こ
と
。

［ホ

・
へ
　
略
］(

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備

３

　

［同
上
］

．
［
一　
同
上
］　
　
　
　
　
　
．■
　
．

■̈
Ｉ

．
一　
．

一
一
　

［同
上
］

イ
　
特
定
共
同
住
宅
等
の
十

一
階
以
上
の
階
及
び
特
定
福
祉
施
設
等

（十
階
以
下
の
階
に
存
す
る
も
の
に
限

る
。）
に
設
置
す
る
こ
と
。

［新
設
］

［口
～
チ
　
同
上
］

〓
一

［同
上
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

［イ
～
ホ
　
同
上
］

へ
　
福
祉
施
設
等
に
設
け
る
共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
に
あ
っ
て
は
、
福
祉
施
設
等
で
発
生
し
た
火

災
を
、
当
該
福
社
施
設
等
の
関
係
者

（所
有
者
又
は
管
理
者
を
い
う
。）
又
は
当
該
関
係
者
に
雇
用
さ
れ
て

い
る
者

（当
該
福
祉
施
設
等
で
勤
務
し
て
い
る
者
に
限
る
。）
（以
下

「関
係
者
等
」
と
い
う
。）
に
、
自
動

的
に
、
か
つ
、
有
効
に
報
知
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

［卜
　
同
上
］

四

　

［同
上
］

［イ
～
ハ
　
同
上
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

二
　
福
祉
施
設
等
に
設
け
る
住
戸
用
自
動
火
災
報
知
設
備
に
あ
っ
て
は
、福
祉
施
設
等
で
発
生
し
た
火
災
を
、

当
該
福
祉
施
設
等
の
関
係
者
等
に
、
自
動
的
に
、
か
つ
、
有
効
に
報
知
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

［ホ

・
へ
　
同
上
］

霧  薪
設   設

地
階
を
除

く
階
数
が

十

一
以
上

の
も
の

屋
内
消
火
栓
設
備

（十

一
階
以
上
の

階
に
設
置
す
る
も
の
及
び
十
階
以
下

の
階
に
存
す
る
特
定
福
祉
施
設
等
に

設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

iヽ
i

〔同
上
］
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/

４

　

〔略
］

一
　

［略
］

イ
　
一
一方
向
避
難

・
開
放
型
特
定
共
同
住
宅
等

（前
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
部
分
に
限
り
、
特
定
住
戸
利
用

施
設
を
除
く
。）
又
は
開
放
型
特
定
共
同
住
宅
等

（前
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
部
分
の
う
ち
十
四
階
以
下
の

も
の
に
限
り
、
特
定
住
戸
利
用
施
設
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
住
戸
、
共
用
室
及
び
管
理
人
室
の
壁
並
び
に

天
丼

（天
丼
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
上
階
の
床
又
は
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分

（回
り
縁
、
窓

台
等
を
除
く
．）
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料
と
し
、
か
つ
、
共
用
室
と
共
用
室
以
外
の
特
定
共
同
住
宅
等
の

部
分

（開
放
型
廊
下
又
は
開
放
型
階
段
に
面
す
る
部
分
を
除
く
。）
を
区
画
す
る
壁
に
設
け
ら
れ
る
開
口
部

（規
則
第
十
三
条
第
二
項
第

一
号
口
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）
に
、
特
定
防
火
設
備
で
あ
る
防

火
戸
（規
則
第
十
三
条
第
二
項
第

一
号
ハ
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
き
。

口
　
十
階
以
下
の
階
に
存
す
る
特
定
住
戸
利
用
施
設
を
令
第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

と
み
な
し
て
同
条
第
二
項
第
二
号
の
二
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
同
号
に
規

定
す
る
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
当
該
特
定
住
戸
利
用
施
設
に
同
項
に
定
め
る
技

術
上
の
基
準
に
従
い
、
又
は
当
該
技
術
上
の
基
準
の
例
に
よ
り
設
置
し
た
と
き

（当
該
特
定
住
戸
利
用
施

設
に
限
る
ぜ
。

二
　
住
戸
、
共
用
室
及
び
管
理
人
室
（住
戸
利
用
施
設
に
あ
る
も
の
を
除
ぐ
。）
に
共
同
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備
を
前
項
第
二
号
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従
い
、
又
は
当
該
技
術
上
の
基
準
の
例
に
よ
り
設
置
し
た

と
き

（当
該
設
備
の
有
効
範
囲
内
の
部
分
に
限
る
。）

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
又
は
住
戸
用
自
動

火
災
報
知
設
備

（必
要
と
さ
れ
る
避
難
安
全
支
援
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
基
準
）

第
四
条
　
特
定
共
同
住
宅
等

（住
戸
利
用
施
設
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
火
災
時
に
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
性
能

（以
下

「避
難
安
全
支
援
性
能
」
と
い
う
。）
を
主
と
し
て
有
す
る
通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等

に
代
え
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
必
要
と
さ
れ
る
避
難
安
全
支
援
性
能
を
主
と
し
て
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す

る
設
備
等
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
共
同
住
宅
箸
の
種
類
及
び
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
通
常
用
い
ら
れ

る
消
防
用
設
備
等
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
下
稿
に
掲
げ
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
０
用

に
供
す
る
設
備
等
と
す
る
。

［表
　
略
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

２
　
住
戸
利
用
施
設
に
お
い
て
、
避
難
安
全
支
援
性
能
を
主
と
し
て
有
す
る
通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等
に

代
え
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
必
要
と
さ
れ
る
避
難
安
全
支
援
性
能
を
主
と
し
て
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る

設
備
等
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
共
同
住
宅
等
の
種
類
及
び
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
通
常
用
い
ら
れ
る

消
防
用
設
備
等
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に

供
す
る
設
備
等
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓

　́
　
．

［表
　
略
］

［３

・
４
　
略
］

５
　
住
戸
、
共
用
室
及
び
管
理
人
室

（住
戸
利
用
施
設
に
あ
る
も
の
を
除
く
。）
に
共
同
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備
を
前
条
第
三
項
第
二
号
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従
い
、
又
は
当
該
技
術
上
の
基
準
の
例
に
よ
り
設
置

し
た
と
き
に
限
り
、
当
該
設
備
の
有
効
範
囲
内
の
部
分
に
つ
い
て
、
共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
又
は
住

戸
用
自
動
火
災
報
知
設
備
を
設
置
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

［同
上
］

［同
上
］

イ
　
一
一方
向
避
難
　
開
放
型
特
定
共
同
住
宅
等

（十

一
階
以
上
の
部
分
に
限
り
、
福
祉
施
設
等
を
除
く
。）
又

は
開
放
型
特
定
共
同
住
宅
等

（十

一
階
以
上
十
四
階
以
下
の
部
分
に
限
り
、
福
祉
施
設
等
を
除
く
。）
に
お

い
て
、
住
戸
、
共
用
室
及
び
管
理
人
室
の
壁
並
び
に
天
丼

（天
丼
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
上
階
の
床

又
は
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分

（回
り
縁
、
窓
台
等
を
除
く
。）
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料
と
し
、
か

つ
、
共
用
室
と
共
用
室
以
外
の
特
定
共
同
住
宅
等
の
部
分

（開
放
型
廊
下
又
は
開
放
型
階
段
に
面
す
る
部

分
を
除
く
。）
を
区
画
す
る
壁
に
設
け
ら
れ
る
開
口
部

（規
則
第
十
三
条
第
二
項
第

一
号
口
の
基
準
に
適
合

す
る
も
の
に
限
る
。）
に
、
特
定
防
火
設
備
で
あ
る
防
火
戸

（規
則
第
十
三
条
第
二
項
第

一
号
ハ
の
基
準
に

適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
き
。

口
　
十
階
以
下
の
階
に
存
す
る
特
定
福
祉
施
設
等
を
令
第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
と

み
な
し
て
同
条
第
二
項
第
二
号
の
二
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
同
号
に
規
定

す
る
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
当
該
日
倒
劉
鼎
馴
劇
引
劉
に
同
項
に
定
め
る
技
術
上

の
基
準
に
従
い
、
又
は
当
該
技
術
上
の
基
準
の
例
に
よ
り
設
置
し
た
と
き

（当
該
特
定
福
祉
施
設
等
に
限

る
。）
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

二
　
住
戸
、
共
用
室
及
び
管
理
人
室

（福
祉
施
設
等
に
あ
る
も
の
を
除
く
。）
に
共
同
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備
を
前
項
第
二
号
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従
い
、
又
は
当
該
技
術
上
の
基
準
の
例
に
よ
り
設
置
し
た

と
き

（当
該
設
備
の
有
効
範
囲
内
の
部
分
に
限
る
。）

共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
又
は
住
戸
用
自
動

火
災
報
知
設
備

（必
要
と
さ
れ
る
避
難
安
全
支
援
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
基
じ

第
四
条
　
特
定
共
同
住
宅
答

（福
祉
施
設
等
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
火
災
時
に
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
を
支
援
す

る
性
能

（以
下

「避
難
安
全
支
援
性
能
」
と
い
う
。）
を
主
と
し
て
有
す
る
通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等
に

代
え
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
必
要
と
さ
れ
る
避
難
安
全
支
援
性
能
を
主
と
し
て
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る

設
備
等
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
共
同
住
宅
等
の
種
類
及
び
同
表
申
欄
に
掲
げ
る
通
常
用
い
ら
れ
る

消
防
用
設
備
等
の
区
分
に
応
し
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に

供
す
る
設
備
等
と
す
る
。

［表
　
同
上
］

２
　
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
、
避
難
安
全
支
援
性
能
を
主
と
し
て
有
す
る
通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等
に
代

え
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
必
要
と
さ
れ
る
避
難
安
全
支
援
性
能
を
主
と
し
て
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設

備
等
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
共
同
住
宅
等
の
種
類
及
び
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
通
常
用
い
ら
れ
る
消

防
月
設
備
等
の
区
分
に
応
じ
、
洞

‥表
下
相
ｔ
掲
げ
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供

す
る
設
備
等
と
す
る
一

［表
　
同
上
］

［３

・
４
　
同
上
］

５
　
住
戸
、
共
用
室
及
び
管
理
人
室

（福
祉
施
設
等
に
あ
る
も
の
を
除
く
。）
に
共
同
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
を
前
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従
い
、
又
は
当
該
技
術
上
の
基
準
の
例
に
よ
り
設
置
し

た
と
き
に
限
り
、
当
該
設
備
の
有
効
範
囲
内
の
部
分
に
つ
い
て
、
共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
又
は
住
戸

用
自
動
火
災
報
知
設
備
を
設
置
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（特
定
小
規
模
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
特
定
小
規
模
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令

（平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
デ
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

備
考
　
表
中
の

［　
］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

“
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備
考
　
表
中
の

〔　
］
め
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

部
分
の
床
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
限
る
。）
の
う
ち
、
延
ぺ
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

雪
一　
略
］

（自
動
火
災
報
知
設
備
に
代
え
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
小
規
模
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備
）

第
二
条

　

［略
］

２

　

［略
］

［
一
　
略
］

一
一

［略
］

［イ

。
口
　
略
］

ハ
　
階
段
及
び
傾
斜
路
、
廊
下
及
び
通
路
並
び
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降
路
、

の
内
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

冨
一　
略
］

［３
　
略
］

ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

プ
ダ
ク
ト
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

（第
二
条
第

一
号
イ
田
、
ロ

リ
ネ
ン
シ
ュ
ー
ト
及
び
パ
イ

に
掲
げ
る
用
途
以
外
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
せ
ず
、
か
つ
、
国
項
イ
に
掲
げ
る
用
途
に
供
さ
れ
る

ハ
　

ロ
に
掲
げ

る
防

火
対
象

物

以
外

の
令

別
表
第

一
ω
項

イ
に
掲
げ

る
防

火
対
象

物

（同
表

国

項

イ
及
び

ロ

（用
語
の
定
義
）

第
二
条

　

［略
］

一
　

［略
］

［イ
　
ロ
　
略
］

改

正

後

（用
語
の
定
義
）

第
二
条

　

［向
上
］

一
　

［向
上
］

［イ

・
口
　
同
上
］

［新
設
〕

雪
一　
同
上
］

第
二
（納
「
漱
敵
螺
『
繊
備
に
代
え
て
瑚
や
ち
に
一
つ
て
た
ち
特
定
小
規
模
施
設
用
●
「
秋
後
報
蜘
設
備
）
　
　
・

２

　

［同
上
］

［
一　
同
上
］

一
一
　

［同
上
］

［イ

・
口
　
向
上
］

ハ
　
階
段
及
び
傾
斜
路
、
廊
下
及
び
通
路
並
び
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降
路
、
リ
ネ
ン
シ
ュ
ー
ト
及
び
パ
イ

プ
ダ
ク
ト
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
３
劉
引
劉
刻
「
割
冽
湘
Ⅵ
劉
ｑ
則
側
に
橿
げ
る
防
火
難
象
物
の
内

部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

Ｔ
一　
向
上
］

［３
　
同
上
］

前

改

正

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
総
務
省
令
第
二
十
五
号

住
宅
宿
泊
事
業
法

（平
成
二
十
九
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
住
民
基
本
台
帳
法

（昭
和
四
十
二

年
法
律
第
八
十

一
号
）
別
表
第

一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第

一
か
ら
別
表
第

六
ま
で
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
六
月
一
日

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
総
務
大
臣
　
野
田
　
聖
子

住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第

一
か
ら
別
表
第
六
ま
で
の
総
発
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正

す
る
省
令

住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第

一
か
ら
別
表
第
六
ま
で
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令

（平
成
十
四
年
総
務

省
令
第
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線

を
付
し
た
規
定

（以
下

「対
象
規
定
」
と
い
う
。）
は
、
改
正
前
福
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規

定
と
し
て
移
動
し
、改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
ヽ

こ
れ
を
加
え
る
。

（法
別
表
第

一
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
）

第

一
条

　

［略
］

［２
～
‐５０
　
略
］

（法
別
表
第

一
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
）

第

一
条

　

［向
上
］

［２
～
‐５０
　
同
上
］

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　
住
宅
宿
泊
事
業
法

（平
成
二
十
九
年
法
律
第

六
十
五
号
）
第
二
十
二
条
第

一
項
の
登
録
の
申
´

請
の
受
理
ヽ、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て

の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

一
一　
住
宅
宿
泊
事
業
法
第
二
十
六
条
第

一
項
の
届

出
の
受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い

て
の
審
査

‐５２

・
‐５３

　

［略
］

‐５４
　
劇
翻
劉
「
劉
「
湘
Ⅵ
団
「
利
コ
一ｌα
劃
測
渕
倒
利
割
馴
「
「

腱
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　
住
宅
宿
泊
事
業
法
第
四
十
六
条
第

一
項
の
登

録
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に

つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

(ヽ
.

法
別
表
第
一
の
百
三
の
二
の
項
の
総
務
省
令
で

［新
盤

日 1511
新

譲 1521

［同
上
］
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第
二

　

［略
］

一
　

［略
］

［０
～
回
　
略
］

国

　

［略
］

［イ
～
ハ
　
略
］
．

二
　

［略
］

［０
　
略
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

同
　
劉
剤
湖
馴
創
創
刊
刷
斜
胤
Ⅶ
倒
川
馴
∃
∃
例
り
「
測
洲
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
材

料
を
用
い
、
外
部
負
荷
と
兼
用
し
な
い
こ
と
．

０
　
金
及
び
銀
の
合
金

②
　
金
、
銀
及
び
白
金
の
合
金

［ホ
～
卜
　
略
］

』
二
肝
拒
べ
屈
ｒ
び
自
動
式
サ
イ
レ
ン
の
表
示
灯
の
洲
副
側
「
コ
創
烈
相
ョ
翻
翻
測
利
日
ｄ
湖
刻
引
日
甲

［削
る
］

［削
る
］

［削
る
］

［五
　
略
］

き
又
は
銀
酸
化
カ
ド
ミ
ウ
ム

団

側
劇
劇
馴
到
＝
脚
翻
利

備
考
　
表
中
の

［　
］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

［０
　
略
］

同
　
日
割
側
『
Ｊ
月
＝
劇
「
川
「
‐
コ
ヨ
司
悧
綱
引
劇
日
樹
到
劉
劉
「
劇
棚
創
Ч
劇
判
ョ
利
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
性
能
を
有
す
る
材
料
を
用
い
、
外
部
負
荷
と
兼
用
し
な
い
こ
と
。

［新
設
］

［ホ

～
卜
　

同
上
］

雪
丁

〓
一　

同
上
］

四
　
非
常
ベ
ル
及
び
自
動
式
サ
イ
レ
ン
の
表
示
■
の
糊
捌
剛
湘
謝
馴
日
ｑ
Ｊ
劉
日
コ
到
到
倒
司
引
ｕ
測
引
。

劇
　
棚
糊
日
１
利
劇
倒
測
劇
則
劇
樹
ｄ
洲
引
司
ｄ
「

劇

川
劇
訓
創
ｑ
刺
引
劇
『
コ
馴
馴
捌
留
馴
悧
倒
ゴ
＝
悧
コ
釧
り
馴
創
¶
＝
Ｍ
珈
刊
∃
■
洲
引
１
側
司
測

―

，
―

日
　
形
状
は
、
円
形
で
あ
る
こ
と
。

［五
　
同
上
］

第
三

　

［向
上
］

一
　

［同
上
］

［日

～
回
　
同
上
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十
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号
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一
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を
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よ
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改
正
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る
。
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平
成
二
十
年
六
月

一
日

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定

（以
下

「対
象
規
定
」
せ
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
稿
に
こ
れ
に
対
応
す
る

も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

附
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検
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検
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一
部
を
次
の
よ
う
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防
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長
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次
の
表
に
よ
り
　
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
下
線
を
付
し
又
は
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線
で
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ん
だ
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分
を
こ
れ
に
順
次
対
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す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
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定
の
下
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
桐
に
対
応
し

て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
下
線
を
付
し
た
規
定

（以
下

「対
象
規
定
」
と
い
う
。）
は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同

一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に

掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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０
雪
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諄
ｘ
雹
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書
Ｆ
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０
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”
討
ン
，
●
“
■
・

“
力
澪
Ｓ
け
０
●
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ヽ
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０
雪
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〓
■
“
ヽ
・

眸
口
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菫
■
■
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十
０
“
Ｆ

　

　

　

　

　

　

ヽ

潮
■
※
雪
０
む
０
´
０
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′
帯
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綺
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●
害
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雉
渭
や
事
キ
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０
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半
書
凛
晰
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皿
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距
腱
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読
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Ｎ
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諄
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沖
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申
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寄
籠
斎
Ｘ
●
Σ
雲
壼
螢
薔
０
沖
澪
料
吝

附
　
則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

壽
畔
　
漑
■
０

［　
］
０
訓
封
澤
α
漱
鸞
満
Ｎ
Ｓ
Ｈ
椰
引
崎
鮮
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ｃ
汁
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ｃ
計
「
難
嘉
鮮
昴
べ
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か
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127 平成 30年 6月 1日 1金曜日 官 報 (号外第 117号 )
Ｏ
消
防
庁
告
示
第
十
三
号

消
防
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
十
七
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第

一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
消
防
庁
告
示
第
十
四
号

（消
防
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
第

一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
消
防

用
設
備
等
に
類
す
る
も
の
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
三
十
年
六
月

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
庁
長
官
　
稲
山
　
博
司

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定

（以
下

「対
象
規
定
」
と
い
う
。）
で
改
正
後
幅
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
持
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

備
考
　
表
中
の

［　
］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

第
三
十

一
条
の
三
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
設
備
等
設
置
維
持
計
画
に
記
載
す
る
事
項
か
ら
判
断
し
て
、
令
第

二
十
六
条
の
二
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
消
防
用
設
備
等
に
類
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

［削
る
］

［削
る
］

［削
る
］
‘　
」
　

　

．

第
二

　

［略
］

一

一
　

［略
］
　
　
‐

［Ｈ
～
ω
　
略
］

一
一　
特
殊
消
防
用
設
備
等
　
規
則
第
二
十

一
条
の
三
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
設
備
等
設
置
維
持
計
画
に
記
載
す

る
事
項
か
ら
判
断
し
て
、
令
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
消
防
用
設
備
等
に
類
す
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の

［削
る
］

［削
る
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

〔削
る
］

第
二
　

［略
］

一
　

露
］

［０
～
国
　
略
］

因
　
特
定
小
規
模
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備

（す
べ
て
の
感
知
器
が
無
線
に
よ
っ
て
火
災
信
号
又
は
火
災

の
で
あ
っ
て
、
特
定
小
規
模
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に

関
す
る
技
術
上
の
基
準

（平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
二
十
五
号
。
以
下

「告
示
」
と
い
う
。）
第
二
第
五

設
置
し
な
い
も
の

（告
示
第
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
継

号
た
だ
し
書
の
規
定
に

暮
澤
彙
書
早
ｉ
留
Ｒ
ツ
貿
曝
ヽ
ジ
を
除
く
。
第
二
第

一
号
的
に
お
い
て
同
じ
。
）

［０

・
ω
　
略
］

特
殊
消
防
用
設
備
等
　
消
防
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下

「規
型

と
い
う
。
）

後

改

正

第
二
　

［同
上
］

一
　

［同
上
］

〔
］
～
国
　
同
上
］

内
　
特
定
小
規
模
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備

（す
べ
て
の
感
知
器
が
無
線
に
よ
っ
て
火
災
信
号
又
は
火
災

情
報
信
号
を
発
信
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
特
定
小
規
模
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に

関
す
る
技
術
上
の
基
準

（平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
二
十
五
号
〉
第
二
第
五
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

り
受
信
機
を
設
置
し
な
い
も
の
を
除
く
。
第
二
第

一
号
閃
に
お
い
て
同
じ
。）

［０

・
ω

　

同
上
］

特
殊

消
防

用
設
備
等

　
次

の
日

か

ら
日

に
掲
げ

る
も

の

ド
デ
カ
フ
ル
オ
ロ
ー
ニ
ー
メ
チ
ル
ベ
ン
タ
ン
ー
三
―
オ
ン
を
消
火
剤
と
す
る
消
火
設
備

加
圧
防
煙
設
備

火
災
に
よ
る
室
内
温
度
上
昇
速
度
を
感
知
す
る
感
知
器
を
用
い
た
火
災
報
知
設
備

［同
上
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

［同
上
］

［日
～
ω
　
同
上
］
　
　
　
　
・

特
殊
消
防
用
設
備
等
　
茨
お
凸
Ｘ
■
〓
７
Ｌ
舜
り
う
も
の

ド
デ
カ
フ
ル
オ
ロ
ー
ニ
ー
メ
チ
ル
ベ
ン
タ
ン
ー
三
―
オ
ン
を
消
火
剤
と
す
る
消
火
設
備

加
圧
防
煙
設
備

火
災
に
よ
る
室
内
温
度
上
昇
速
度
を
感
知
す
る
感
知
器
を
用
い
た
火
災
報
知
設
備

日 1 01 HI

第

01国101

改

正

前

の
告 附
示
は 則

公
布
の i
日 |
か

'

ら
施
行
す
る
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事 務 局 だ よ り

◎組合情報

5月 24日 (木 )、 第51回 日本防災設備協同組合通常総会は各位のご協力に     。
より、すべての議案が満場一致で可決決定いたしました。ご報告いたします。     ・

セミナー開催予定

平成 30年 7月 24日 (火 )
「事業承継セミナー」を文京区民センター 2階 C会議室にて開催
受講料 無料

◎共済制度について

●消防設備保守・点検・設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店 。株式会社サンリビング)と提携
しています。請負業者賠償責任保険・生産物 (完成工事)賠償責任保険・
受話者賠償責任保険がセットになつた総合型の保険です。

●自動車共済制度 :

関東自動車共済共同組合と提携しています。

●業務災害補償保険 (ビジネス Jネクスト):

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携
しています。

◎ ご注文は今後もFAXでお願いします。
組合員の皆様には、いつも FAXでご注文をいただき誠にありがとうござ
います。ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂くために、

ご注文は今後ともFAXでお願いいたします。
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